
国
際
化
推
進
へ
向
け
て
の
可
能
性

特
　

集

留
学
生
の
支
援
対
策

と
受
け
入
れ
推
進

上
越
教
育
大
学
学
長
特
別
補
佐
　
臼
杵
　
美
由
紀

—

異
文
化
理
解
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
教
員
を
目
指
し
て—

日　時 発 表 テ ー マ 発 表 者
2007年８月１日(水)
13:00〜14:30

リトアニアの文化を語る
−建国１０００年の伝統と現在−

ポロンスカイテ・ユルギタ
（リトアニア））

2007年10月31日(水)
13:00〜14:30 国と文化アイデンティティー 朴信美（韓国）

2008年２月27日(水)
10:30〜12:00

黒龍江省の二重特性
−ゆたかな自然とロシア風建築−

修成中（中国）
鄭偉（中国）
史琳（中国）

2008年５月21日(水)
16:20〜17:50

中国の大学と日本の大学の違いを語る
−大学生のキャンパスライフ− 曲秀葦（中国）

2008年10月15日(水)
14:40〜16:10 プラハの春が物語る自由 郷堀ヨゼフ（チェコ）

2009年１月27日(火)
13:00〜14:30 中国の少数民族・若者世代について語る 崔勇鶴（中国）

王凱（中国）

　

本
学
で
は
、
国
際
交
流
推
進
室
組
織

の
中
に
部
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
「
留
学
生
支
援
部
会
」
は
、

修
学
支
援
・
生
活
支
援
・
日
本
語
支

援
・
連
携
支
援
と
い
う
四
つ
を
柱
に
留

学
生
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
様
々

な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
部
会
の
支
援
の
も
と
、
留
学

生
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
行
っ
て

き
た
活
動
の
ひ
と
つ
に
、「
留
学
生
が

語
る
／
留
学
生
と
語
る
会
」
が
あ
り
ま

す
。
平
成
19
年
8
月
か
ら
こ
れ
ま
で
開

催
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

第 5 回留学生が語る / 留学生と語る会

留学生が語る／留学生と語る会発表テーマ
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を
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
見
直
し
と
今

後
の
留
学
生
受
け
入
れ
推
進
に
つ
い
て

検
討
す
る
方
向
付
け
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
研
究
生
受
け
入
れ
に

日
本
語
能
力
試
験
2
級
以
上
の
日
本
語

レ
ベ
ル
を
課
し
、
平
成
1
年
度
か
ら
留

学
生
全
員
を
対
象
と
し
た
日
本
語
能
力

測
定
試
験
Ｊ
―
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
修
学
支

援
・
日
本
語
支
援
と
し
て
、
大
学
院
に

日
本
語
科
目
を
設
置
し
、
国
費
留
学
生

や
研
究
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
補
講

の
目
的
別
個
別
指
導
を
充
実
さ
せ
て
き

ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
日
本
人
と
同
様
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
留
学
生
受
け
入
れ

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
論
文
活
動
に
支

　

留
学
生
の
出
身
国
の
紹
介
や
、
留
学

生
自
身
の
体
験
か
ら
の
発
表
な
ど
、
本

学
学
生
・
教
職
員
対
象
の
会
は
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
本
学
国
際
化
推
進
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
園
祭
に
は
、
留
学
生
主
催

の
出
店
も
参
加
し
、
毎
年
、
海
外
の

違
っ
た
料
理
を
紹
介
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
留
学
生
達
が
協
力
し
て
提
供
す
る

各
国
手
作
り
料
理
は
非
常
に
人
気
が
あ

り
、
開
店
直
後
か
ら
長
い
列
が
で
き
、

い
つ
も
完
売
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

12
月
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か

ら
の
高
校
生
訪
問
団
と
本
学
日
本
人
学

生
・
留
学
生
と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大

交
流
計
画
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
が
日

本
各
地
を
訪

れ
る
の
で
す

が
、
上
越
地

域
で
も
参
加

者
の
一
部
を

受
け
入
れ
て

お
り
、
地
域

連
携
と
し
て

本
学
で
も
協

力
を
依
頼
さ

れ
、
昨
年
度

か
ら
訪
問
団

受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
参
加
者
全
員
の
出
身
国
を

合
わ
せ
る
と
、
10
カ
国
以
上
に
も
な
り

ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
は
、
英
語
で
の
や
り
と
り
で
し

た
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
も
、
高
校
生
・
大
学
生
は
英

語
が
使
え
て
当
た
り
前
の
状
況
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
留
学
生
が
講

師
を
努
め
る
市
民
向
け
の
中
国
語
講
座

が
開
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
留
学
生

が
1
人
で
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
中

国
各
地
方
か
ら
来
て
い
る
留
学
生
を
ゲ

ス
ト
に
招
き
、
講
義
の
他
に
、
出
身
地

の
観
光
情
報
や
習
慣
・
風
習
な
ど
を
紹

介
し
て
も
ら
い
受
講
者
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
中
国
語
ば
か
り
で
な

く
、
お
互
い
に
気
づ
か
な
い
習
慣
や
も

の
の
考
え
方
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
毎
回

「
え
ー
そ
う
な
の
」
と
い
っ
た
お
ど
ろ

き
の
声
や
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い

教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生
の
支

援
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
留

学
生
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を

本
学
学
生
、
教
職
員
に
向
け
て
、
そ
し

て
さ
ら
に
、
地
域
社
会
へ
向
け
て
一
層

広
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

留
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
方
針

障
の
な
い
日
本
語
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
国
で
日
本
語
を
専
攻
し

て
き
た
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

こ
と
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
教
育
学
修
士
課
程
と
の
接
点
を
ど

う
す
る
か
が
課
題
で
す
。
国
内
の
就
職

を
希
望
す
る
留
学
生
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
と
、
海
外
の
就
職
を
考
え
る

日
本
人
学
生
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
と

を
考
え
る
と
、
今
後
、
海
外
か
ら
の
優

秀
な
留
学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
そ

し
て
、
異
文
化
理
解
マ
イ
ン
ド
を
持
っ

た
教
員
を
目
指
す
日
本
人
学
生
を
増
や

す
た
め
に
、
本
学
と
し
て
ど
の
よ
う
な

魅
力
を
打
ち
出
せ
る
の
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
度
、
今
後
の
本
学

の
留
学
生
受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
を
検
討

す
る
た
め
、
有
志
の
教
職
員
が
海
外
訪

「東アジア青少年大交流計画」プログラム参加者と本学留学生との交流授業

日本語補講（文法）

留学生お花見会　高田公園
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問
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
の
大
学

か
ら
本
学
へ
留
学
生
を
送
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
本
学
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
海
外
の
国
々
か
ら
情

報
収
集
し
た
結
果
を
も
と
に
、
現
在
の

協
定
校
交
流
の
見
直
し
、
そ
し
て
新
た

な
協
定
校
締
結
、
本
学
独
自
の
奨
学
金

制
度
設
定
、
留
学
生
へ
の
宿
舎
確
保
の

維
持
な
ど
、
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

こ
と
、
国
内
大
学
に
モ
デ
ル
と
し
て
示

す
こ
と
な
ど
、
地
方
教
育
大
学
と
し
て

の
本
学
国
際
化
推
進
の
可
能
性
を
模
索

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と

思
い
ま
す
。

　

異
文
化
理
解
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
教

員
を
養
成
す
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、

学
部
学
生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
58
年
度

か
ら
「
海
外
教
育
研
究
」
と
し
て
、
大

学
院
学
生
に
つ
い
て
は
昭
和
63
年
度
か

ら
「
海
外
教
育
特
別
研
究
」
と
し
て
、

そ
の
国
の
教
育
の
実
情
や
生
活
文
化
に

直
接
触
れ
、
異
文
化
・
異
民
族
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
教
育
者

と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
広
い
視
野
や
高

い
見
識
及
び
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を

図
る
目
的
で
、
学
生
の
海
外
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
18
年
度
か
ら
、「
海
外
教
育
（
特
別
）

研
究
A
・
B
・
C
」
の
授
業
と
し
て
、

韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
定
期
的
な
学
生
派
遣
の
形
を
取
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
一

年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
定
さ
れ

て
お
り
、
経
験
も
年
齢
も
異
な
る
大
学

院
生
と
学
部
生
の
協
力
体
制
で
授
業
を

準
備
す
る
と
い
う
基
本
概
念
は
、
本
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
韓
国
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ

や
、
韓
国
学
生
受
け
入
れ
に
協
力
し
た

本
学
学
生
達
を
中
心
に
、
受
け
入
れ
の

翌
年
、
韓
国
で
研
修
を
行
う
と
い
う
学

生
同
士
の
関
係
の
構
築
、
そ
し
て
、
さ

ら
に
は
、
受
け
入
れ
・
派
遣
を
通
じ
て

の
引
率
教
員
・
職
員
同
士
の
つ
な
が
り

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
受
け
入
れ
は
、
ア
デ
レ
ー
ド
の

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で

す
が
、
本
学
の
学
生
派
遣
に
加
え
、
平

成
20
年
度
、
本
学
附
属
小
学
校
児
童
が

派
遣
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
初
等

部
と
の
相
互
交
流
、
協
定
締
結
に
発
展

す
る
見
通
し
で
す
。
将
来
的
に
は
、
や

は
り
、
韓
国
と
同
様
、
隔
年
で
派
遣
と

受
け
入
れ
を
相
互
に
行
う
計
画
で
、
上

越
教
育
大
学
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

派
遣
学
生
、
引
率
教
員
、
そ
し
て
、
附

属
小
学
校
教
職
員
の
協
力
の
も
と
、
国

際
交
流
推
進
室
を
中
心
に
、
上
越
へ
の

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
、
充
実
し
た
交
流

活
動
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
よ
う
に
、
海
外
交
流
事
業
と
し
て
双

方
の
児
童
生
徒
や
大
学
生
、
学
校
教
職

員
や
大
学
教
員
を
巻
き
込
み
、
学
校
現

場
の
授
業
を
中
心
に
実
施
さ
れ
る
と
い

う
の
は
、
本
学
独
自
の
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
に
は
、
大
学
院
新
科
目

「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。「
海
外
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
」
の
開
講
は
、「
海

外
教
育
（
特
別
）
研
究
」
の
参
加
学
生

か
ら
、
語
学
力
強
化
の
た
め
の
研
修
、

海外教育（特別）研究 B の授業実践（アメリカ）

ウエストミンスター校生徒歓迎会（附属小学校）

海
外
学
生
派
遣
・
交

流
事
業
の
取
り
組
み
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海
外
学
校
現
場
に
お
け
る
長
期
的
実

習
、
ホ
ー
ム
・
ス
テ
イ
に
よ
る
滞
在
と

い
う
要
望
が
出
て
お
り
、
そ
の
要
望
を

満
た
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
が
検
討
さ

れ
た
結
果
で
す
。
実
習
先
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
地
域
に
あ

る
小
学
校
か
ら
高
校
で
、
1
ヶ
月
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
実
習
で
あ
り
、
実

習
期
間
中
、
ホ
ー
ム
・
ス

テ
ィ
滞
在
と
現
地
教
員
と

同
様
の
勤
務
体
制
の
も
と

で
学
校
生
活
を
お
く
る
こ

と
、
参
加
学
生
の
専
門
分

野
や
要
望
、
目
的
に
応
じ

た
個
別
の
受
入
体
制
で
あ

る
こ
と
、
参
加
学
生
が
学

校
現
場
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
践
を
自
律
的
に
作

り
上
げ
る
こ
と
な

ど
、
他
大
学
に
は

な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

現
在
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
み
で

の
実
施
で
す
が
、

他
の
協
定
校
で
も
、

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
や
教
育

実
習
と
し
て
の
本

学
学
生
派
遣
を
要

望
す
る
声
も
あ
り
、
今
後
、
本
学
の
海

外
学
生
派
遣
を
活
性
化
さ
せ
る
上
で
、

重
要
な
キ
ー
と
な
る
事
業
だ
と
思
い
ま

す
。
海
外
協
定
交
流
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
留
学
生
受
け
入
れ
と
同
時

に
本
学
か
ら
の
学
生
派
遣
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
当
の
意
味
で
異
文
化
理
解
マ
イ
ン
ド

を
持
っ
た
教
員
育
成
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
教
員
大
学
校
と
本
学
と
は
、
学

生
交
流
に
お
い
て
も
研
究
交
流
に
お
い

て
も
、
よ
い
関
係
を
保
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
18
年
、
韓
国
教
員
大
学
校
の

呼
び
か
け
で
、
ア
ジ
ア
の
12
大
学
学
長

ら
が
韓
国
に
集
ま
り
、
ア
ジ
ア
教
師
教

育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立
さ
せ
ま
し

た
。
平
成
19
年
に
は
、
上
越
教
育
大

学
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
各
国
に
お
け
る
教
師
教
育
の
実
践

発
表
、
本
学
授
業
の
見
学
、
附
属
学
校

見
学
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
今
後
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
け
る
研
究
協
力
等
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
じ
て
、
本
学
の
留
学
生
が
、
韓
国

語
や
中
国
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
に

は
、
中
国
、
湖
南
師
範
大
学
の
主
催
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ハ
ノ
イ
教
育
大
学
を
加
え
た
13
大

学
の
協
力
体
制
と
な
り
、
国
際
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
発
行
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
湖
南
師
範
大
学

附
属
小
学
校
で
の
非
常
に
進
ん
だ
英
語

教
育
も
印
象
的
で
し
た
。
平
成
21
年
度

は
、
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー

大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
と
な
り
ま
す
。

デ
リ
ー
大
学
教
育
学
部

で
は
、
メ
ン
タ
ー
制
度

を
取
り
入
れ
た
教
師
教

育
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
学

と
の
遠
隔
教
育
を
実
施

し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
の
い
く
つ
か
が
紹
介

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

1
対
１
の
相
互
交
流

か
ら
、
複
数
単
位
の
交

流
体
制
は
、
海
外
、
国

内
と
も
に
世
界
的
に
広

ま
っ
て
お
り
、
教
育
大

学
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
あ

ち
こ
ち
で
繰
り
広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
本
学
で
も
、
海
外
の
動
き
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
今
後
ま
す
ま
す

情
報
収
集
・
交
換
の
必
要
性
が
増
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人

レ
ベ
ル
の
研
究
交
流
か
ら
大
学
と
し
て

の
研
究
交
流
へ
と
、
国
際
的
通
用
性
を

求
め
続
け
る
こ
と
も
本
学
の
課
題
で
す

が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
、
ひ
と
つ
の
そ
う
し
た
機
会

と
な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上越教育大学で開催された 2007 年度 ATEC 国際シンポジウム記念写真

ア
ジ
ア
教
師
教
育
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施

ウーロンゴン（オーストラリア）のハイスクールで授業実践 ウーロンゴン（オーストラリア）の小学校で花笠音頭を教える
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